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三
月
二
十
六
日
、
中
条
町
・
黒
川
村
任
意
合
併
協
議
会
の

第
４
回
会
議
を
中
条
町
産
業
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。�

�

協
議
会
で
は
、
行
政
制
度
の
調
整
に
関
す
る
協
議
の
ほ
か
、

新
市
名
称
募
集
要
綱
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
五
月
十

七
日（
月
）ま
で
新
市
の
名
称
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
応
募
資
格
は
制
限
せ
ず
、
ど
な
た
で
も
一
点
応
募
で
き
、

新
市
名
は
応
募
数
上
位
五
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。�

　
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い
る
応
募
は
が
き
の
ほ
か
、

官
製
は
が
き
、
封
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
記

載
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
一
人
に
つ
き
一
点
ご

応
募
く
だ
さ
い
。�

【
チ
ラ
シ
設
置
場
所
】�

中
条
町
役
場
、
黒
川
村
役
場
、
中
条
町
産
業
文
化

会
館
、
中
条
町
中
央
公
民
館
、
築
地
地
区
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
乙
地
区
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、
黒
川
村
民
ホ
ー
ル�

―
第
４
回
中
条
町
・
黒
川
村
任
意
合
併
協
議
会
―�

市
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応
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記載事項�

①新市の名前（ふりがな）�

②命名の意味�

�　　または理由�

③氏名（ふりがな）�

④年齢�

⑤性別�

⑥郵便番号�

⑦住所�

⑧電話番号�
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第
４
回
協
議
内
容�

　
市
町
村
税
を
納
め
る
こ
と
の
で
き

る
期
間
の
こ
と
で
、
納
期
の
末
日
が

「
納
期
限
」
で
す
。�

��

　
納
税
者
な
ど
に
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
、
い
っ
た
ん
課
税
し
た
税

金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
免
除
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
ど
ん
な
場
合
に
、

ど
の
税
金
が
減
免
さ
れ
る
か
は
、
地

方
税
法
に
基
づ
い
て
市
町
村
の
条
例

で
、
税
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
減
免
に
似
て
い
ま
す
が
性
質
が
異

な
る
も
の
に
「
非
課
税
」
（
法
に
よ

り
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
）
、
「
課
税
免
除
」
（
法
律
上

は
課
税
で
き
る
が
、
公
益
そ
の
他
の

理
由
で
課
税
し
な
い
）
が
あ
り
ま
す
。�

��

　
た
ば
こ
の
製
造
者
な
ど
が
、
た
ば

こ
小
売
店
に
た
ば
こ
を
売
り
渡
す
場

合
に
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。�

��

　
鉱
泉
浴
場
の
入
湯
客
に
対
し
て
か

か
る
市
町
村
税
で
す
。
鉱
泉
浴
場
の�

納

期

�

減

免

�

市
町
村
た
ば
こ
税�

入
湯
税�

用
語
解
説
③�

【
報
告
事
項
】�

◇
報
告
第
九
号�

「
新
市
建
設
計
画
策
定
に
か
か
る
基
礎
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
」�

　
新
市
建
設
計
画
に
先
立
ち
策
定
さ
れ
る

新
市
基
本
構
想
に
お
い
て
、
住
民
の
意
向

を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。�

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
以
降
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。�

��

【
協
議
事
項
】�

◇
議
案
第
五
号�

「
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」
（
継
続
協
議
）�

　
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
「
議
会
議
員

の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

は
、
各
委
員
会
に
よ
る
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。�

　
特
に
、
議
員
の
在
任
特
例
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
概
ね
適
用
す
る
方
向
で
協
議
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
合
併
期
日
に
関
わ

る
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
次
回
協
議
会
ま

で
に
両
町
村
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と

と
し
、
継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。�

◇
議
案
第
六
号�

「
新
市
名
称
募
集
要
綱
に
つ
い
て
」�

（
確
認
）�

　
中
条
町
と
黒
川
村
が
合
併
す
る
と
し
た

場
合
の
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
選
定
す
る
た

め
、
公
募
方
法
や
応
募
作
品
の
選
定
方
法

を
盛
り
込
ん
だ
新
市
名
称
募
集
要
綱
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

〈
募
集
要
綱
概
要
〉�

○
募
集
期
間�

　
平
成
16
年
４
月
16
日（
金
）か
ら�

　
平
成
16
年
５
月
17
日（
月
）ま
で�

○
応
募
資
格�

　
①
制
限
し
な
い�

　
②
応
募
者
一
人
に
つ
き
一
点
の
応
募
と

　
　
す
る�

○
応
募
要
件
等�

　
名
称
は
漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

　
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
も
の
（
組
み
合
わ

　
せ
も
可
）
　�

○
懸
賞�

　
・
名
付
け
親
大
賞
　
１
名�

　
10
万
円
相
当
の
全
国
共
通
商
品
券�

　
（
新
市
の
名
称
と
し
て
選
ば
れ
た
作
品

　
の
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
）�

・
名
付
け
親
賞
　
　
10
名�

　
１
万
円
相
当
の
地
域
特
産
品�

（
新
市
の
名
称
と
し
て
選
ば
れ
た
作
品
の

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
）�

・
特
別
賞
　
　
　
　
30
名�

　
３
千
円
相
当
の
地
域
特
産
品�

（
新
市
の
名
称
候
補
と
し
て
選
ば
れ
た
作

　
品
の
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
）�

○
受
賞
者
の
発
表�

　
協
議
会
だ
よ
り
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
、
両
町
村
広
報
誌
で
行
う�

○
選
定
方
法�

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
上
位
五
点

　
を
選
定
し
、
協
議
会
で
決
定
す
る�

��

◇
議
案
第
七
号�

「
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」�

（
一
部
継
続
協
議
）�

　
第
３
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
、
継
続
協

議
と
な
っ
て
い
た
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
個
人
市
町
村
民
税
な
ど
10
項
目
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
取
扱
う
こ
と
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
法
人
市
町
村
民

税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
の

財
政
的
な
影
響
に
関
す
る
指
摘
な
ど
か
ら
、

継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�

①
個
人
市
町
村
民
税�

・
納
期
（
６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
の

　
４
期
）
に
つ
い
て
は
、
両
町
村
で
差
異

　
の
あ
る
第
４
期
を
黒
川
村
の
納
期
（
12

　
月
11
日
〜
25
日
）
と
す
る
。
た
だ
し
、

　
合
併
年
度
は
旧
町
村
ご
と
で
現
行
の
と

　
お
り
。�



　
経
営
者
な
ど
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

が
入
湯
客
か
ら
税
金
を
預
か
り
、
市

町
村
役
場
に
申
告
し
て
納
め
ま
す
。

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉

源
の
保
護
管
理
施
設
、
消
防
施
設
な

ど
の
整
備
や
観
光
の
振
興
に
要
す
る

費
用
に
あ
て
る
た
め
の
目
的
税
で
す
。�

�

　�　
鉱
物
（
金
、
銀
、
銅
、
鉛
な
ど
）

の
掘
採
事
業
に
対
し
課
税
す
る
税
で

す
。�

��

　
土
地
の
有
効
利
用
促
進
を
図
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
税
金
で
、
一
定
規

模
以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
方
、
ま

た
は
、
所
有
す
る
方
に
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
経
済
状
況
を
ふ
ま

え
、
平
成
十
五
年
度
以
降
の
特
別
土

地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
課

税
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。�

��

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
に
関
す
る
不
服
（
審
査
の
申

出
事
項
）
を
審
査
す
る
市
町
村
の
附

属
機
関
で
、
委
員
は
地
方
税
法
及
び

市
町
村
税
条
例
に
基
づ
き
、
市
町
村

議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
す
。�

鉱
産
税�

特
別
土
地
保
有
税�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員�
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・
そ
の
ほ
か
税
率
、
非
課
税
の
範
囲
、
減

　
免
等
は
両
町
村
で
差
異
が
な
く
、
現
行

　
の
と
お
り
。�

②
固
定
資
産
税�

・
減
免
に
つ
い
て
は
、
両
町
村
の
例
を
も

　
と
に
調
整
し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。�

・
そ
の
ほ
か
税
率
、
課
税
免
除
等
は
、
両

　
町
村
で
差
異
が
な
く
、
現
行
の
と
お
り
。�

③
軽
自
動
車
税�

・
減
免
に
つ
い
て
は
、
両
町
村
の
例
を
も

　
と
に
調
整
し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。�

・
そ
の
ほ
か
納
税
義
務
者
、
税
率
、
課
税

　
免
除
、
非
課
税
等
は
両
町
村
で
差
異
が

　
な
く
、
現
行
の
と
お
り
。�

④
督
促
手
数
料�

・
両
町
村
で
差
異
が
な
く
（
一
通
１
０
０

　
円
）、
現
行
の
と
お
り
。�

⑤
市
町
村
た
ば
こ
税�

・
両
町
村
で
差
異
が
な
く
、
現
行
の
と
お

　
り
。�

⑥
入
湯
税�

・
課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、
両
町
村
の
例

　
を
も
と
に
調
整
し
、
合
併
時
に
統
合
す

　
る
。�

・
税
率
は
、
入
湯
す
る
者
一
人
一
日
に
つ

　
き
、
宿
泊
は
１
５
０
円
、
日
帰
り
は
１

　
０
０
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
条
例
で
定

　
め
る
施
設
に
入
湯
す
る
者
は
、
一
人
一

　
日
５
０
円
と
す
る
。�

・
そ
の
ほ
か
納
税
義
務
者
、
納
期
は
両
町

　
村
で
差
異
が
な
く
、
現
行
の
と
お
り
。�

⑦
鉱
産
税�

・
両
町
村
で
差
異
が
な
く
、
現
行
の
と
お

　
り
。�

⑧
特
別
土
地
保
有
税�

・
免
税
点
に
つ
い
て
は
、
新
市
が
都
市
計

　
画
区
域
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
５，

０

　
０
０
㎡
と
す
る
。�

・
そ
の
ほ
か
納
税
義
務
者
、
課
税
標
準
、

　
税
率
等
は
両
町
村
で
差
異
が
な
く
、
現

　
行
の
と
お
り
。�

⑨
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

・
委
員
の
定
数
は
３
人
と
す
る
。
任
期
は

　
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
報
酬

　
の
額
は
、
現
行
の
報
酬
の
額
及
び
同
規

　
模
の
自
治
体
の
例
を
も
と
に
調
整
す
る
。�

⑩
確
定
申
告
納
税
相
談�

・
旧
町
村
ご
と
に
開
設
す
る
（
会
場
‥
中

　
条
町
役
場
、
黒
川
村
民
ホ
ー
ル
）。�

��

◇
議
案
第
八
号�

「
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
提
案
）�

◇
議
案
第
九
号�

「
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
（
提
案
）�

◇
議
案
第
十
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
窓
口
業
務

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
（
提
案
）�

◇
議
案
第
十
一
号�

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
　
環
境
衛
生

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
（
提
案
）�

◇
議
案
第
十
二
号�

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の

一
）
に
つ
い
て
」
（
提
案
）�

　
以
上
議
案
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
に
つ

い
て
、
今
回
提
案
説
明
が
あ
り
、
次
回
に

協
議
を
行
い
ま
す
。�

��

◇
議
案
第
十
三
号�

「
平
成
十
六
年
度
中
条
町
・
黒
川
村
任
意

合
併
協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
（
確

認
）�

　
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
協
議
会
運
営

及
び
協
議
会
だ
よ
り
発
行
の
ほ
か
各
種
事

業
の
計
画
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

��

◇
議
案
第
十
四
号�

「
平
成
十
六
年
度
中
条
町
・
黒
川
村
任
意

合
併
協
議
会
予
算
に
つ
い
て
」
（
確
認
）�

　
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
協
議
会
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
１
１
９
３
万
３
千
円

と
す
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
歳
入
に
は
両
町
村
の
負
担
金
、
前
年
度

繰
越
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。�



ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果�

地
域
の
現
状
に
対
す
る
満
足
度�

4

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
を
新
市
建
設
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
条
町
・

黒
川
村
の
無
作
為
で
抽
出
し
た
３，

０
０
０
人
の
方
を
対
象
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
数
々
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の

集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

　
初
め
に
、
両
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
行
っ
て
き
た
整
備
の
状
況
を
推
し
量
る

調
査
と
し
て
、
満
足
度
を
ひ
と
つ
の
指
標

と
し
て
用
い
ま
し
た
。�

　
居
住
地
に
お
け
る
生
活
の
便
利
さ
や
環

境
に
つ
い
て
、
用
意
し
た
施
策
・
事
業
20

項
目
の
う
ち
、
現
状
で
「
満
足
」
と
い
う

回
答
が
一
番
高
か
っ
た
の
は
「
上
水
道
や

下
水
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」
の
17
・

０
％
、
次
い
で
ご
み
収
集
・
処
理
の
状
況
、

公
会
堂
・
集
会
所
の
状
況
の
順
で
、
「
不

満
」
と
い
う
回
答
の
割
合
が
一
番
高
か
っ

た
の
は
「
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
利
便
性
に

つ
い
て
」
の
25
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

地
域
の
現
状
に
対
す
る
満
足
度�

＜調査集計の概要＞�

・調査対象　平成16年１月１日現在、両町村内に住所を有す

　　　　　　る満16歳以上の住民3,000人�

・抽出方法　住民基本台帳をサンプリング台帳とし、両町村

　　　　　　人口比によりサンプル数を振り分けた後、更に

　　　　　　男女別、年代別に振り分け、個人を無作為に抽

　　　　　　出�

・配布回収　郵送による配布・回収　�

・回収期間　平成16年１月30日から２月13日までの15日間�

・回 収 率　1,749通（58.3％）�

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果�

地域の現状に対する満足度�

0％�

20％�

40％�
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80％�

10％�

30％�

50％�

70％�

90％�

100％�
不満�

やや不満�

普通�

やや満足�

満足�

下のグラフは、下から満足、上が不満の割合を示しており、�
「満足」「やや満足」の割合が高い順に並べてあります。�

余
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
で
利
用
す
る
施
設
の
状
況�

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
利
便
性�

農
林
漁
業
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
状
況�

図
書
館
や
ホ
ー
ル
な
ど
の
文
化
施
設
の
状
況�

情
報
通
信
網
の
整
備
状
況
と
利
便
性�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
状
況�

い
こ
い
の
場
や
身
近
な
公
園
の
設
置
状
況�

教
育
施
設
の
状
況�

防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
対
策�

集
落
内
道
路
の
整
備
状
況�

保
育
園
整
備
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
状
況�

高
齢
者
や
障
害
者
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
状
況�

雨
水
の
排
水
状
況�

病
院
や
診
療
所
の
設
置
状
況�

自
然
の
保
全
状
況�

買
い
物
の
利
便
性�

地
区
の
集
会
所
の
状
況�

幹
線
道
路
の
整
備
状
況�

ご
み
の
収
集
・
処
理
状
況�

上
・
下
水
道
の
整
備
状
況�
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両
地
域
の
エ
リ
ア
内
で
、
回
答
者
の
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
聴
取
し
、
新
市
に
生
か
す

べ
き
資
源
を
再
認
識
す
る
た
め
、「
美
し
い
風
景
・
景
色
」
と
「
自
慢
で
き
る
も
の（
物
）」

に
つ
い
て
記
述
形
式
で
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

好
き
な
風
景
・
自
慢
で
き
る
も
の�

美
し
い
風
景
・
場
所�

自
慢
で
き
る
も
の�

人� 50人� 100人� 150人� 200人�人� 50人� 100人�150人�200人�250人�

奥胎内�

日本海（夕日）・海岸・松林�

櫛形山脈（からの景色）�

チューリップ畑�

乙宝寺�

胎内平（からの景色）�

はまなすの丘（からの景色）�

ロイヤル胎内パークホテル�

胎内川�

樽ケ橋（からの景色）�

鳥坂山（からの景色）�

山�

胎内一帯�

胎内スキー場（からの景色）�

白鳥公園（からの景色）�

水芭蕉�

胎内の噴水�

胎内観音�

飯豊連峰�

チューリップフェスティバル�

乙宝寺（三重塔）�

中条まつり（山車、花火）�

胎内スキー場�

ロイヤル胎内パークホテル�

板額御前（板額太鼓）�

米（コシヒカリ）�

乙まんじゅう�

星まつり�

どっこん水�

塩の湯温泉�

胎内地ビール�

ほっとＨＯＴ・中条�

奥山荘歴史館�

胎内ハム�

胎内牛�

クアハウスたいない�

獅子舞・神楽舞�

葱�

水�

シンクルトン公園�

昆虫の家�

温泉�

水芭蕉�

胎内観音�

美しい風景・場所� 自慢できるもの�

奥胎内� １ 位 �

２ 位 �

３ 位 �

４ 位 �

５ 位 �

チューリップフェスティバル�

日本海・海岸線� 乙宝寺�

櫛形山脈� 中条まつり�

チューリップ（畑）� 胎内スキー場�

乙宝寺� ロイヤル胎内パークホテル�

207人� 163人�

115人�

111人�

58人�

55人�

54人�

52人�

43人�

38人�

33人�

23人�

22人�

22人�

20人�

19人�

19人�

17人�

14人�

14人�

12人�

12人�

12人�

11人�

10人�

10人�

184人�

105人�

66人�

65人�

60人�

57人�

56人�

50人�

49人�

48人�

45人�

38人�

34人�

32人�

29人�

22人�

20人�

13人�
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こ
の
設
問
は
、
施
策
の
中
か
ら
具
体
的

な
住
民
の
希
望
を
聴
取
し
、
基
本
構
想
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で

す
。�

「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
場
合
、
期
待
す

る
こ
と
（
施
策
）
は
何
で
す
か
」
の
問
い

に
は
、
「
雇
用
対
策
の
充
実
」
を
望
む
声

が
一
番
高
く
７
・
20
％
で
、
次
い
で
、「
医

療
施
設
・
救
急
体
制
の
充
実
」、「
自
然
の

保
護
」、「
高
齢
者
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」、「
国
民
健
康
保
険
な
ど
社
会
保

障
の
充
実
」、「
消
防
、
防
災
、
防
犯
体
制

の
充
実
」、「
学
校
教
育
の
充
実
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
回
答
者
の
職
業
と
年
代
を
ク
ロ
ス
集
計

す
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
と
い
え
る
20
歳

代
か
ら
50
歳
代
に
お
い
て
「
無
職
」
と
答

え
た
方
の
割
合
は
４
・
３
％
（
20
歳
代
女

性
で
６
・
７
％
、
50
歳
代
男
性
で
６
・
５

％
）
で
、
雇
用
対
策
は
、
厳
し
い
社
会
情

勢
を
反
映
し
た
結
果
の
よ
う
で
す
。�

期
待
す
る
施
策�

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ�

　
合
併
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
へ
の
全
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
聴
取
し
、
基
本
的
な
方
向

性
を
考
え
る
上
で
の
参
考
と
す
る
た
め
、

「
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
」
と
い
う
設

問
を
用
意
し
ま
し
た
。�

　
結
果
、
「
自
然
の
豊
か
な
ま
ち
」
が
17

・
78
％
で
一
番
高
く
、
次
い
で
「
安
全
で

平
和
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
福
祉
充
実
の

ま
ち
」、「
健
康
で
い
き
い
き
し
た
ま
ち
」、

「
工
業
の
ま
ち
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

0.0％�1.0％�2.0％�3.0％�4.0％�5.0％�6.0％�7.0％�8.0％�

雇用�

医療・救急�

自然の保護�

高齢者福祉�

国保・社会保障�

消防・防災・防犯�

学校教育�

ごみ処理�

生活道路�

行政組織�

公共交通�

保育・子育て支援�

公園・緑地�

スポーツ�

青少年�

公害防止�

農林漁業�

観光事業�

生涯学習�

地場産業�

文化・芸術事業�

健康診断・保健�

通信網�

商業�

河川・雨水排水�

工業�

自治会・町内会�

上下水道�

文化財・伝統行事�

ボランティア�

幹線道路・高速道路�

障害者福祉�

市街地�

宅地住宅�

国際交流・姉妹都市�

男女共同参画�

期待する施策�

まちのイメージ�

0.0％� 5.0％� 10.0％� 15.0％� 20.0％�

自然のまち�

平和・安全のまち�

福祉のまち�

医療・健康のまち�

工業のまち�

都市基盤のまち�

教育・教養のまち�

農林漁業のまち�

観光・交流のまち�

スポーツのまち�

商業のまち�

歴史・文化のまち�

高度情報化のまち�

住民活動のまち�

その他�

無回答�

15.6％�

12.2％�

9.8％�

9.6％�

6.4％�

5.0％�

4.6％�

4.1％�

3.6％�

3.3％�

2.4％�

2.2％�

2.0％�

0.3％�

1.3％�

7.20％�

6.36％�

6.29％�

5.99％�

4.15％�

4.10％�

3.97％�

3.63％�

3.54％�

3.47％�

3.45％�

3.30％�

3.15％�

2.30％�

2.25％�

2.23％�

2.22％�

2.14％�

2.10％�

1.94％�

1.87％�

1.70％�

1.67％�

1.61％�

1.54％�

1.50％�

1.48％�

1.34％�

1.31％�

1.25％�

1.12％�

1.09％�

0.98％�

0.96％�

0.39％�

0.39％�

17.817.8％�17.8％�
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
自
由
記
載
欄
を

設
け
て
、
合
併
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、

ご
意
見
・
ご
要
望
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
８
３
４
人
（
回
答
者
の
47
・
７
％
）

と
多
く
の
方
々
か
ら
意
見
・
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
一
番
多
く
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
と

し
て
は
、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
職

員
・
議
員
の
削
減
等
に
よ
る
行
政
改
革
の

推
進
」
99
人
（
９
・
43
％
）
、
次
い
で
、

「
幹
線
道
路
・
生
活
道
路
・
街
灯
・
除
雪
・

消
雪
パ
イ
プ
等
道
路
関
連
の
整
備
」
79
人

（
７
・
52
％
）、「
合
併
賛
成
・
合
併
の
推

進
・
合
併
の
期
待
」
60
人
（
５
・
71
％
）、

「
き
れ
い
な
水
や
緑
の
中
で
生
活
で
き
る

自
然
豊
か
な
ま
ち
」
57
人
（
５
・
43
％
）、

「
合
併
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実
」
49

人
（
４
・
67
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
番
意
見
の
多
か
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
・
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
合
併
議
論
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
合
併
に
関
す
る
数
々
の
ご
意

見
に
つ
い
て
は
、
協
議
過
程
で
検
証
が
必

要
と
考
え
ま
す
。�

そ
の
他
の
意
見
・
要
望�

　
両
地
域
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
住
民
の
皆

さ
ん
も
そ
れ
を
意
識
し
、
守
り
育
て
た
い
と

い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
山
や
川
、
海
な
ど
の
自
然
を
活
か

し
、
新
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
位
置
付
け

を
望
む
声
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

　
住
民
生
活
に
関
連
し
た
事
項
で
は
、
や
は

り
福
祉
や
保
健
・
医
療
と
い
っ
た
施
策
が
重

要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、
近
年
議
論
が
高

ま
っ
て
い
る
防
犯
・
防
災
に
対
す
る
関
心
度

や
、
道
路
や
公
共
交
通
網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。�

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
を
拡

大
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
の
振

興
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
農

林
漁
業
、
観
光
、
地
場
産
業
、
商
業
、
工
業

の
振
興
な
ど
、
産
業
の
活
性
化
に
期
待
す
る

数
字
の
積
み
上
げ
が
９
％
を
超
え
る
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、
雇
用
に
対
す
る
施
策

の
充
実
と
と
も
に
、
各
産
業
の
一
体
的
な
振

興
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
住
民
の
満
足

度
は
高
い
も
の
の
、
今
後
の
施
策
に
も
期
待

す
る
声
も
多
く
、
環
境
問
題
に
対
す
る
住
民

の
関
心
度
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
す
。�

　
自
由
記
載
欄
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
行
政
改
革
を
望
む
声
も
多
く
、
今
回
の

合
併
議
論
が
求
め
る
方
向
性
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
市
建
設
計
画
で
も
位
置
付
け

を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。�

結
果
分
析�

人� 20人� 40人� 60人� 80人� 100人�10人� 30人� 50人� 70人� 90人�

行政サービスの向上、職員・議員の削減等による行政改革の推進�

幹線道路・生活道路・街灯・除雪・消雪パイプ等道路関連の整備�

合併賛成・合併の推進・合併の期待�

きれいな水や緑の中で生活できる自然豊かなまち�

合併に対する情報提供の充実�

住民の意見が反映されるまち�

企業誘致等による地元での働く場の確保�

福祉施設・福祉サービスの整備充実�

子育て支援・幼児教育・学校教育の充実、子どもの健全育成に関するもの�

地域の特色をいかすまち�

文化会館・図書館・プール・体育館等の文化スポーツ施設の整備充実�

医療機関・医療制度の整備充実、健康づくりの推進�

税負担等住民負担の軽減�

治安がよいまち・災害対策が万全な住みよいまち�

合併反対�

地域格差のないバランスの取れた両町村の均衡ある発展�

商店街の振興、大規模商業施設・コンビニエンスストアの設置�

観光施設等の整備による観光振興�

他市町村との合併推進�

身近な公園・大きな公園の整備�

99人�

79人�

60人�

57人�

49人�

49人�

47人�

41人�

41人�

40人�

38人�

36人�

34人�

32人�

32人�

29人�

27人�

27人�

19人�

18人�

その他の意見・要望�



合併までの流れ
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～中条町と黒川村の合併協議に向けて～�

　
合
併
は
、
町
、
村
に
と
っ
て
大

事
な
問
題
。
将
来
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
、
福
祉
は
、
産
業
は
良
く
な

る
の
か
。
地
域
文
化
は
ど
う
な
る

の
か
。
住
民
み
ん
な
で
し
っ
か
り

考
え
、
み
ん
な
で
決
め
る
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

丸 山 孝 博委員�
（中条町）�

　
中
条
町
・
黒
川
村
任
意
合
併
協

議
会
に
黒
川
村
議
会
よ
り
選
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
の
住
所
は

国
道
２
９
０
号
線
の
岩
船
郡
と
郡

境
と
な
る
鍬
江
集
落
で
す
。
自
分

な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

坂 上 秋 男委員�
（黒川村）�

　
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会

会
長
と
し
て
重
責
な
委
員
の
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。
色
々
な
角
度
か

ら
問
題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立

場
で
勉
強
し
な
が
ら
良
い
方
向
に

な
る
よ
う
に
務
め
た
い
と
思
い
ま

す
。�

近　　　永委員�
（中条町）�

　
私
自
身
、
合
併
問
題
は
よ
そ
事

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
方
々
の
お
話
を
聞
き
、
時
代

の
流
れ
に
伴
い
、
諸
々
の
問
題
が

あ
り
、
合
併
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
新
市
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
住
民
の
一
人
と
し
て
考

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

佐藤ヒロ子委員�
（黒川村）�

　
私
は
菅
田
集
落
の
農
家
で
す
。
毎

日
黒
川
の
山
並
み
か
ら
朝
日
が
昇
り
、

荒
井
浜
線
へ
夕
日
が
沈
ん
で
行
く
そ

の
地
で
住
み
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
合
併
の
話
が
盛
り
あ
が

り
、
両
方
の
益
々
の
一
体
感
を
知
っ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
清
い
胎
内
川

の
流
れ
に
沿
っ
て
山
の
幸
、
海
の
幸

が
早
く
交
わ
る
よ
う
務
め
た
い
と
思

い
ま
す
。�

小 泉 清 海委員�
（中条町）�

　
こ
の
度
、
合
併
協
議
会
委
員
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
字
黒

川
４
９
０
戸
、
６
区
に
分
か
れ
て
お

り
、
区
長
６
人
体
制
で
行
政
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
下
町
区

長
で
あ
り
、
６
人
の
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。
合
併
に
は
皆
さ
ん
と
共
に

前
向
き
に
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

増 子 春 三委員�
（黒川村）�

中
条
町
議
会
議
決�

黒
川
村
議
会
議
決�

合
併
協
定
書�

　
　
　（
※
１
）�

の
調
印�

協
定
項
目
の�

　
協
議
・
確
認�

・
新
市
建
設
計
画�

　
　
　
　
の
策
定�

�

・
行
政
制
度
調
整�

法定協議会　　　　　　　　 任意協議会�

住民説明会　　住民アンケート�合併までの流れ
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現
在
各
町
村
で
は
、
地
方
分
権
・

高
齢
化
対
応
・
住
民
ニ
ー
ズ
の
対

応
・
生
活
圏
の
広
域
化
等
が
論
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
合
併
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
更
に

細
か
く
見
つ
め
直
す
必
要
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
像
を
確
立

す
る
た
め
に
先
進
的
な
知
恵
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。� 石 井 富 彦委員�

（中条町）�

　
私
は
こ
の
度
、
中
条
町
・
黒
川

村
合
併
協
議
会
設
立
に
あ
た
り
、

委
員
と
し
て
黒
川
村
か
ら
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
難
し
い
事
も
あ
り

ま
す
が
、
広
く
皆
様
方
よ
り
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

参
考
に
し
、
新
し
い
市
の
実
現
を

願
い
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。�

大 平 弘 平委員�
（黒川村）�

　
中
条
町
と
黒
川
村
の
長
所
・
美

点
を
最
大
限
継
承
す
る
事
を
主
眼

と
し
、
地
域
住
民
が
各
分
野
と
も

全
国
の
羨
望
の
的
に
な
る
程
幸
福

を
実
感
で
き
る
新
市
建
設
を
目
指

し
、
時
間
的
制
約
を
克
服
し
両
町

村
合
併
実
現
を
命
題
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

松 浦 　 隆委員�
（中条町）�

　
こ
の
度
、
委
員
に
指
名
さ
れ
大

変
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
、
暮

ら
し
よ
い
地
域
づ
く
り
を
と
思
い
、

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

羽 田 　 晃委員�
（黒川村）�

　
『
志
は
高
く
、
目
線
は
低
く
』

を
忘
れ
ず
に
、
何
の
た
め
の
合
併

議
論
な
の
か
を
基
準
に
、
委
員
の

皆
さ
ん
方
と
共
に
職
務
を
全
う
し

た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
多
く
の
方
々
か
ら
、
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。� 須 貝 　 繁委員�

（中条町）�

　
次
の
三
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
会
議

に
臨
ん
で
い
る
。�

・
住
民
の
意
向
・
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

　
る
こ
と�

・
住
民
に
情
報
を
公
開
し
、
コ
ン
セ

　
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と�

・
地
域
の
将
来
像
を
お
さ
え
る
こ
と�

〜
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
〜�

佐 藤 廣 夫委員�
（中条町）�

　
平
成
の
大
合
併
が
各
地
で
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
来
て
い
る
中
、

本
村
も
将
来
の
繁
栄
を
考
え
る
と

果
た
し
て
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
け

る
の
か
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
意
向

と
実
態
を
十
分
反
映
で
き
る
様
、

精
一
杯
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

坂上彌一郎委員�
（黒川村）�

　
こ
の
度
、
任
意
合
併
協
議
会
委

員
を
お
受
け
し
ま
し
た
。
合
併
は

新
聞
情
報
等
で
他
の
町
村
の
事
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
今
我
村
の

合
併
委
員
の
重
責
を
痛
感
し
て
お

り
、
今
後
委
員
の
皆
様
は
じ
め
、

住
民
の
方
々
の
お
話
を
賜
り
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�

石 山 英 男委員�
（黒川村）�

中条町と黒川村が合併に至るまでの流れを掲載しました。�
合併期日は現時点では、合併特例法の改正を前提に平成17年秋頃を目途と確認されています。�

※
１
　
合
併
協
定
書
　�

　
こ
れ
ま
で
両
町
村
が
合
併
協
議
会
に
お
い

て
協
議
し
て
き
た
内
容
を
基
本
と
し
て
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
、
町
村
で
調
印
さ
れ
る
も

の
で
す
。�

※
２
　
廃
置
分
合
　�

　
「
法
人
格
の
変
動
を
伴
う
地
方
公
共
団
体

の
区
域
の
変
更
」
で
あ
り
、
通
常
は
「
分
割
、

分
立
、
合
体
、
編
入
」
の
四
種
が
あ
り
ま
す
。�

新
市
施
行�

県
は
総
務
大
臣
に�

届
け
出
て
、
総
務�

大
臣
の
告
示
に
よ�

り
、
新
市
誕
生�

新
潟
県
議
会
議
決�

を
経
て
、
廃
置
分�

合
の
決
定�

新
潟
県
知
事
に�

廃
置
分
合（
※
２
）�

の
申
請�

�
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中条町・黒川村任意合併協議会の�
ホームページもご覧ください。�

　　  URL：http://www.town.nakajo.niigata.jp/gappei/�

皆さんのご意見をお聞かせください。�

中条町・黒川村任意合併協議会事務局�
〒959-2693　中条町新和町2番10号（中条町役場内）�

TEL 0254-43-6327　 FAX 0254-43-6328�
E-mail　hokubugo@iplus.jp

協議会を傍聴しませんか�

第５回任意合併協議会�
と　き　４月28日（水）�
　　　　午後２時から�
　（受付：午後１時30分から）�
ところ　中条町産業文化会館�

　傍聴は原則どなたでもできますが、

座席は先着順とし満席の場合は、入

場をお断りすることがありますので、

あらかじめご容赦ください。�

　事前予約は不要です。当日直接会

場へお越しください。�

合併Ｑ&Ａ
　
　
中
条
町
と
黒
川
村
の
合
併

　
　
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す

　
　
か
？�

�
�　

　
い
い
え
、
ま
だ
決
ま
っ
た

　
　
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
協
議
会
で
合
併
に
対
す

る
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
て
、
最

終
的
に
両
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
の
議
決
を
得
て
、
合
併
が
決

ま
り
ま
す
。�

　
協
議
会
で
の
協
議
の
内
容
や

合
併
し
た
場
合
ど
う
い
っ
た
方

向
で
新
し
い
市
を
つ
く
っ
て
い

く
か
な
ど
を
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

�

　�

　
　
任
意
協
議
会
と
法
定
協
議

　
　
会
の
違
い
は
何
で
す
か
？�

�
�　
　
合
併
特
例
法
で
は
、
市
町

　
　
村
が
合
併
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
法
定
協
議
会
を
設
置

し
、
新
市
建
設
計
画
の
策
定
と

そ
の
他
合
併
に
関
す
る
協
議
を

行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
定
協
議
会
は
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
る
協
議
会
で
あ
り
、
合
併

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協

議
を
行
な
う
組
織
で
す
。
こ
の

協
議
会
の
設
置
に
当
っ
て
は
、

地
方
自
治
法
上
の
手
続
き
（
関

係
市
町
村
の
議
会
の
議
決
な
ど
）

が
必
要
で
す
。�

　
こ
れ
に
対
し
て
、
任
意
協
議

会
は
、
文
字
通
り
任
意
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
、
協
議
の
内
容

や
範
囲
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
し
、
設
置
に
当
た
っ
て
の
自

治
法
上
の
手
続
き
も
不
要
で
す
。�

　
先
進
地
の
事
例
で
は
、
合
併

に
向
け
て
の
具
体
的
な
協
議
を

任
意
の
協
議
会
で
行
な
っ
た
例

も
あ
り
ま
す
が
、
中
条
町
・
黒

川
村
任
意
合
併
協
議
会
は
、
合

併
に
関
す
る
効
果
や
課
題
を
検

証
し
な
が
ら
合
併
の
基
本
事
項

に
つ
い
て
協
議
・
調
整
し
て
い

く
た
め
の
組
織
で
す
。�

　合併問題について、様々な意見や疑問が寄せ

られております。その代表的なものを取り上げ

ていきます。�

Ｑ�Ａ�Ｑ�Ａ�

　
四
月
一
日
付
け
人
事
異
動
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
事
務
局
職

員
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。�

� 

【
前
任
】�

　
事
務
局
次
長�

 

　
（
調
整
第
一
班
長
兼
務
）�

 

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
次
夫�

���

【
後
任
】�

 

　
事
務
局
次
長�

 

　
（
調
整
第
一
班
長
兼
務
）�

 

　
　
　
　
　
　
坂
上
　
　
仁�

事
務
局
職
員
の�

�

交
代
に
つ
い
て�

お詫びと訂正�

　合併協議会だより第３号、３

ページの行政制度調整予定のと

ころで保健事業に関することが

保険事業となっておりました。�

　お詫びして訂正します。�


